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Suitability of four species of the genus Asarum (Sect. Heterotropa) (Aristolochiaceae) 
for the development of Luehdorfia puziloi (Erschoff) larvae (Lepidoptera: Papilionidae) 
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Abstract Larvae of Luehdorfia puziloi inexpecta were reared on four species of Asarum to determine 
their suitability as an alternative to A. sieboldii. The developmental period was shortest when they 
were reared on A. blumei. In additin, the highest pupation rate and the largest pupae were obtained on 
this plant. A. nipponicum and A. muramatsui were inferior to A. blumei, and A. savatieri was not suitable 
as a food plant. 


Key words pupa, development, body size, Asarum blumei, Asarum nipponicum, Asarum muramatsui, 
Asarum savatieri, Asarum sieboldii. 
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ヒメ ギフ チョ ウ Luehdorfia puziloi (Erschoff) は , 主 に 冷温 帯 の 落葉 広葉 樹林 に 生息 し , 国内 に は 北海 
JE EE L puziloi yessoensis Rothschild & AVS) HERE L. puziloi inexpecta Sheljuzhko の 2 亜 種 が 分 布 する (ZA 
X, 2004). 発生 時 期 や 発育 期間 は 生息 地 に よっ て 多少 の ば ら つ き が ある が , 本 州 で は 4 月 一 6 月 ご ろ 
に 羽化 ・ 産 卵 し , 幼虫 は 夏 に 疲 化 し , uu S CHE, 1982). 本 種 は 他 の 日 本 産 チ ョ ウ 類 と 
同様 に , 開発 に 伴う 生息 地 の 破 壊 や 過度 の 採集 に よっ て その 個体 数 を 減少 させ て お り (藤井 , 2006), 
両 亜 種 と も に 国 の レッ ド デ ー タ リス ト (環境 省 , 2007g) で は 準 絶滅 佐 恨 に 掲げ られ て いる . また , 本 
種 を 天然 記念 物 に 指定 し て , 保護 活動 を 行っ て いる 自治 体 も 多い (渡辺, 1996). 


多く の チョ ウ 類 で は , 野外 で 寄主 と し て いる 植物 以外 に も , 飼育 に は 用 いる こと の で きる 植物 が 知ら 
れ て いる (仁平 , 2004). 本 来 の 寄主 の 代替 と な りう る 植物 を 調べ て お く こ と は , 将来 その 種 を 生息 地 
以外 で 保全 する 必要 が 生じ た 場合 や , 本 来 の 食 草 の 保全 が 問題 に な っ た 場合 に , 有効 な 資料 と な る . 
ギフ チョ ウ 属 の チョ ウ は これ まで 多く の 愛好 家 に よっ て 飼育 され . また 生態 に つい て は 優れ た モノ 
グラ フ が 出版 され て いる (渡辺 , 1996). 特に ギフ チョ ウ テ ア japonica Leech に つい て は , 各種 カン アオ 
イ 類 の 餅 と し て の 適合 性 に 関す る 報告 は 少な く な い (中西 , 1977, 1978a, b, 19794, b, 1980, 1982, 1983, 
1984; 高橋 , 1958, 1959, 19068). さら に ギフ チョ ウ で は , 効 虫 の 生存 と 発育 に 及ぼ す コ シノ カン オア オ 
イ の 新 葉 と 旧 葉 の 影響 (Hatada and Matsumoto, 2007) な ども 調べ られ て いる . 一 方 . ヒメ ギフ チョ ウ の 
野外 で の 主 な 食 草 は . オク エゾ サイ シン Asarum heterotropoides と ウス パサ イシ ン A, sieboldii で ある 
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Table 1. Design of the experiment. 


Experimantal Larval instar" No. of experimental 
series nd 3rd groups 
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Experiment A 
Experiment B 
Experiment C 
Experiment D 
Experiment E 
Control 
“Larvae were fed on A. sieboldii (@) or on the other four species of Asurum (O) during 
each instar period. 
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が (FEX, 2004), これ ら の 他 に も 野外 で 数 種 の カン アオ イ 類 を 食 草 と し て 利用 し て いる こと や , ラン 
ヨウ アオ イ , カン トウ カン アオ イ , タマ ノ カ ン ア オイ が 代 奉 餌 と し て 利用 で きる こと (仁平 , 2004), 
サン イン カン アオ イ , アマ ギ カ ン ア オイ , タイ リン アオ イ を 用 いて 飼育 で きる こと (藤澤 , 198,7 
ン ヨ ウ ア オイ で は は ば 正常 に 成長 する こと (本田 ・ 渡 辺 , 2007) な ど が 断片 的 に 知ら れ て いる . し か 
L, それ ら の 食 草 と し て の 適合 性 を 客観 的 に 評価 で きる デー タ は ほとん ど と 公表 きれ て いな い 


われ われ は 今回 _ ヒメ ギフ チョ ウ の 生息 域外 保全 が 必要 に な っ た 場合 に 利用 で きる 基礎 的 な デー タ 
を 得る こと を 目的 と し て , 数 種 の カン アオ イ 類 を 餌 と し て 与え た 場合 の 幼虫 の 発育 の 培い を 調べ た . 
本 報 で は その 結果 を 報告 する . 

























































































材料 お よび 方 法 








ERELT, 長野 県 北安曇 郡 白 馬 村 産 ヒ レ メ ギ フチ ョ ウ を , 神奈 川 県 川崎 市 で ウス パサ イシ ン を 与え 
て 累代 飼育 し て いる も の を 用 いた . 本 個体 群 は , 生息 地 に お いて ウス バ サ イ シン を 食 草 と し て 利用 し 
て いる . 幼虫 に 与え る 4 種 の カン アオ イ 類 と し て , ラン ヨウ アオ イ Asarum blumei, カン トウ カン アオ 
イ A. nipponicum, 7 マギ カ ン ア オイ A. muramatsui, オト メア オイ A. savatieri を 用 いた (以下 それ ぞ れ 
Z, ラン ヨウ , カン トウ , アマ ギ , オト メ と 略記 する ) これ ら の カン アオ イ 類 に は , 静岡 県 伊豆 市 産 
の も の を 用 いた . 

























































































2007 年 に ハン ド ペ アリ ング に よっ て 交尾 させ た 雌 成虫 を , 底面 が 38 x 70 cm C, 高き が 30 cm DJE 
プラ スチ ッ ク ケ ー ス に 入れ , 100 W の 白熱 電灯 下 に 置き , ウス バ サ イ シン に 産卵 させ た . 幼虫 の 飼育 
は 神奈 川 県 川崎 市 の 室内 で 行っ た . 温度 や 湿度 は 特に 制御 し な か っ た が , 極端 な 高温 (概ね 25*C 以 
上 ) に は な ら な いよ う 劉 意 し た . 


ギフ チョ ウ で は , 飼育 密度 が 高く な る ほど 生存 率 が 高く 発育 期間 が 短く な る こと が 知ら れ て いる 
(Matsumoto, 1989). ヒメ ギフ チョ ウ で も 同様 の 効果 が ある 可能 性 を 考慮 し, それ ぞ れ の 実験 区 に つい 
て 卵 塊 を 単位 と し て 供 試し て , 集団 飼育 し た . 幼虫 の 飼育 容器 と し て , 底面 が 23 x 32 cm €, 高き が 
15 cm の 透明 プラ スチ ッ ク ケ ー ス を 用 いた . 1 ケー ス あ た り 13 一 24 卵 を 供 試し た . 


幼虫 期 を 通じ て 同じ 種 の 餌 植物 を 与え 続け る グル ー プ (Experiment A) と , 効 虫 期 の 途中 まで ウス バ サ 
イシ ン (DE, ウス バ と 略記 ) を 与え た 後に 他 の 種 を 与え を る グル ー プ (Experiment B-E) と を 用 意 し た 
(Table 1). 1 齢 ( 身 化 直後 ) か ら 各 種 カ ン ア オイ を 与え る 実験 区 で は ,. ウス パサ イシ ン の 葉 に 産卵 され 
た 卵 塊 の 周辺 を 出来 る 限り 小さ く 切 り 取っ て , 与え る 餅 植 物 の 葉 裏 に で ん 粉 冬 で 貼り 付け た . GRD 
の 葉 に は , 当年 葉 を 用 いた . 2 齢 幼 昌 まで の 飼育 の 際 に は , 餌 の 葉柄 の 根元 を 水 を 含ま せ た 脱 脂 綿 で 
GA, アル ミホ イル で 覆っ た . 3 齢 以降 に は この よう な 処理 を 行わ ず に 葉 を 与え た . 餌 植物 種 の 切り 
替え は 各 齢 の 終了 時 に 行っ た . ORME, 毎日 観察 し て 脱皮 を 確認 し , AOS € Iz. 
MOEKE, 体長 , 体 幅 を , MUKOM 1 週間 後に 測定 し た . 体重 の 測定 に は 電子 天 笑 ( 研 精 工業 ・ 電 
磁 式 は か り ) を , 体長 と 体 幅 の 測定 に は ノギス (藤原 産業 ・SK11) を 用 いた . 腹部 環 飾 の 伸縮 に よっ 
て 体長 に は 誤差 が 生じ る 可能 性 が 高い こと を 考慮 し , 高橋 (1958, 1959, 1968) に 従っ て , 中 の 頭頂 部 
z^ pom (胸部 と 腹部 の 境 ) まで の 長 さ を 測定 し , 体長 と し た . また 胸部 の 最大 幅 を 体 幅 と し 
た . 餌 植物 に よる これ ら の 測定 値 の 差 を , 統計 解析 ソフ ト R (http://www. r-project.org/) を 用 いて , Tukey- 
Kramer 検 定 に よっ て 解析 し た . 
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幼虫 の 飼育 に よっ て 得 ら れ た 踊 を , 2008 年 の 春 ま で 保管 し , 羽化 し た 成虫 の 個体 数 を 記録 し た . 羽化 
は 2008 年 4 月 2 日 一 4 月 20 日 に 起こ っ た た め , 2008 年 の 6 月 1 日 まで に 羽化 し な か っ た 個体 は 死亡 
し た も の と 判断 し た . 
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全 実 験 を 通し て , WHEL GA 78227. 


全 画 期 を 通じ て 同じ 餌 植 物 を 与え た 場合 の 遇 化 率 は , ウス バ と ラン ヨウ で 90% 以上 と 高く , 次 いで 
カン トウ , アマ ギ の 順 と な っ た (Table 2). 羽化 率 も , ウス バ と ラン ヨウ で は 高く カン トウ と アマ ギ 

で は これ ら よ り も 低かっ た . また , 羽化 し た 成虫 の うち , 明らか な 奇形 (いずれ か の 贅 が 半分 程度 し 
か びな か っ た り 胸部 や 腹部 な ど が 大 きく 3 SE ) が 認め られ た 個体 は な か っ 

オト メ で は すべ て 1 齢 で 死亡 し た . アマ ギ を 与え た 場合 に は , 幼虫 の 発育 期間 が 特に $ 齢 で 長く 
e ウス バ と ラン ヨウ で 最も 大 き な サ イズ の 中 と な り , GC E 体長 , 体 幅 と も に 有 
意 差 は な か っ た . これ ら と カン トウ お よび アマ ギ と の 間 に は 特に 体重 と 体 幅 で 有意 差 が 認め られ た . 
カン トウ と アマ ギ の 間 に も , a Zb CI, LMHS < ELE 
な か っ た . その 他 の カン アオ ォ オイ 類 を 与え た 場合 に は , LESS BER m LU MABA VA と 特に 変わ 
りな く 葉 を 摂 食 し て いた . 


2 齢 か ら 各種 の カン アオ イ を 与え た 場合 の 区 化 率 は ,. アマ ギ , カン トウ , ラン ヨウ で は 90% 以 上 だ っ 

た (Table 3). 羽化 率 は ラン ヨウ で 最も 高く 100%, 次 いで カン トウ , アマ ギ の 順 と な っ た . 羽化 し た 成 
maz, 奇形 個体 は な か っ た . オト メ で は , 3 齢 と 4 齢 の 期間 が 長く な り , 他 の 植物 と 比較 する と 虐 化 
率 が や や 低かっ た . 踊 の 体重 は ラン ヨウ と カン トウ で 最も 重く , 次 いで アマ ギ , オト メ の 順 だ っ た . 
体長 と 体 幅 で は 全て の 植物 の 間 に 有 意 差 が 認め られ , ラン ヨウ , カン トウ , FRE, オト メ の 順に 小 
さい 値 と な っ た . オト メ で は , 2 齢 以降 の 効 虫 期 に 葉 を 摂 食 し た 量 は , 他 の 植物 と き ほ ど 変 わら な か 
っ た . 





















































3l bo BONY EN eer SE ラン ヨウ , アマ ギ , カン トウ で は 85% 以上 だ っ 
た が , オト メ で は すべ て 3 齢 で 死亡 し た (Table 4). 羽化 率 は , ラン ヨウ , アマ ギ , カン トウ の 順 だ っ 
た . 羽化 し た 成虫 に , 奇形 個体 は な か っ た . HOA, DRE, 体 幅 と も に ラン ヨウ で 最も 大 きく , こ 
れ と カン トウ お よび アマ ギ と の 間 に は 体重 , AR, 体 幅 と も に 有意 差 が 認め られ た . オト メ で は , 3 
齢 幼虫 は 葉 を 多少 か じ っ た 程度 で , その 後 摂 食 せ ず に 死亡 し た . 


AMID b> BHOAYTALESARYBEOMMLRIL, ラン ヨウ , アマ ギ , カン トウ で は 約 90% 以上 だ 
SE 
お よび アマ ギ で は 60% 以上, オト メ で は 55% で あっ た . オト メ を 与え た 場合 に は , 羽化 成虫 の 半数 の 
個体 に お いて , 次 が 伸び な いと いう 奇形 が 認め られ た . オト メ を 与え た 場合 に は , 幼虫 の 発育 期間 が 
特に 4 齢 で 長く な っ た . MEDA E EN オト メ で 最も 小さ く な 
っ た . 体長 で は , ZATON OHNE RENE End カン トウ と アマ ギ の 間 に は , 体重 と 体 
幅 に は 有意 差 は な か っ た . オト メ で は ., 4 齢 以降 の 幼虫 期 に 葉 を 摂 食し た 量 は , 他 の 植物 と さき ほど 変 
わら な か っ た . 


$ 齢 か ら 各 種 の カン アオ イ を 与え た 場合 の 星 化 率 は . ラン ヨウ と アマ ギ で 高く . dq れ ら に 次 
い だ (Table 6). HY hv 5 PBB ILM EES Oe DET LZ. 羽化 率 は , 全て の 場合 で 60% を 
Ez. ラン ヨウ , カン トウ , アマ ギ , オト メ の 順に な っ た . 羽 化し た 成虫 に , 奇形 個体 は な か っ た . Wë 
OKE KE, 体 峠 と も に ラン ヨウ で 最も 大 きく な っ た . アマ ギ と カン トウ の 間 に は , KE, 体長 , 体 
幅 と も に 有意 差 は な か っ た . また , カン トウ と オト メ の 間 に は , BE, AR, 体 幅 と も に 有意 差 は 認 
め ら れ な か っ た . 5 齢 幼虫 は 各種 の カン アオ イ を 正常 ( に 摂 食し た が , カン トウ で !【 EEC LS ALOHA 
より も や や 多かっ た . 


le 実験 を 通じ て , ほぼ 同様 の 傾向 を 示し た . 即ち , カン トウ や アマ ギ で は , MI 
中 化 後 の 6 月頃 か ら 羽 化 前 に か け て 徐々 に 死亡 し , 特定 時 期 に 死亡 率 が 高い と いう 傾向 は な か っ た . 
また , オトメ a WEEER 6~ 10 月 頃 に 死亡 する 個体 が 多く , 羽化 率 が 低かっ た . 










































































NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


285 





Yani 


1 


G 


H 


適 


3 


= 
AA 


l 





D 














4 種 の カン アオ イ 類 の ヒメ ギフ チョ ウ 効 
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以上 の 結果 か ら , 今回 用 いた 白馬 産 の ヒメ ギフ チョ ウ の 幼虫 に と っ て . ラン ヨウ は , 本 来 の 食 草 で あ 
る ウス バ と 同等 か それ 以上 に 発育 に 適し た 餌 と な りう る こと が 明らか と な っ た . Ek, 他 種 の カン ア 
AAR, 特に アマ ギ や カン トウ も 代 共 餌 と し て 使い 得る も の の , SE IOWA ADS) 
さく な っ た り , 死亡 率 が 高く な っ た りす る こと か ら , 特に 落 和 齢 期 に は 与え ない 方 が よい と 思わ れ た . 
さら に オト メ は 本 種 の 餌 と し て 適し て いな いと 考え られ た . 


ミヤ コア オイ を 始め と する 数 種 の カン アオ ォ オイ 類 の 葉 に 含ま れる アサ トン は , ヒメ ギフ チョ ウ 効 虫 の 
扱 食 を 阻害 する こと が 知ら れ て いる . アサ トン は , 本 来 の 食 草 で ある ウス バ パサ イシ ン に は 含ま れず , 
ラン ヨウ アオ イ に は きわ め て 低 濃度 に し か 含ま れ て いな い (Honda et al., 1995; 本 田 ・ 渡 辺 . 200. 今 
間 JRT LEEF, QA ERI 0 AS, これ は これ ら の 植 
物 に 2 SHALE WA OREM S o TO% jD CH SMH 性 が 高 その 一 方 , $ 齢 か ら カ ン 
トウ を 与え た 場 他 の カ ン ア オイ 類 より E ija Ht 4 ZAR 
Ko a この 原因 と し て ., BR に 必要 と な る 栄養 素 が 不足 し て いた と いう 本 ETE 
が 考え られ る . し か し , 他 の 実験 で は こ EE ォ + 見 られ な か っ た こと や , この 卵 塊 の 幼虫 の う 
ち 半 数 が $ 齢 に な る 前 に 死亡 し て いる こと か ら , 他 の 要因 に よる 発 SERCH ZUMA 性 も 考え られ 
2. この 点 に つい て は 追試 が 必要 で あろ う . 


ギフ チョ ウ 属 の 食 草 と な る Asarum 属 植物 に は レッ ド デ ー タ リス ト に 掲げ られ た 種 も 多い . 例え ば 今 
回 実験 に 用 いた 植物 の うち , アマ ギ は 絶滅 危 恨 I 類 に . オト メ は 準 絶滅 危 恨 に 掲げ られ て いる (環境 
220070. カン アオ イ 類 の 減少 要因 と し て は . シカ の 採 食 や 土地 造成 の 他 に に , 園芸 採取 が あげ られ 
Cv 2 (HES, 2006). 餌 の 採取 が 希少 植物 で ある カン アオ イ 類 の 減少 を 招 か な いよ うに . チョ ウ の 
飼育 に 際 し て は , 稼 植 物 を 予め 栽培 し て お くべ き で あろ う . 


さら に , 近年 ギフ チョ ウ 属 の チョ ウ で は , 生息 地 に 分 布 圏外 の 個体 群 が 人 為 的 に 導入 きれ, BRR 
乱 に よっ て 分 布 賠 固 有 の 性 質 を 失っ て いる と いう 指摘 が な され て いる (高桑 , 2004: 谷川 ・ 石 井 , 2007 
な ど ). 本 研究 に よっ て , いく つか の カン アオ ォ オイ 類 が ヒメ ギフ チョ ウ の 代替 餌 と し て 利用 し うる こと 
が 明らか に な っ た が , 地域 個体 群 の 遺伝 子 保全 の 観点 か ら も , 飼育 個体 を 安易 に 野外 に 放つ こと は 何 
け な け れ ば な ら な い . 野外 に お ける ヒメ ギフ チョ ウ の 産卵 適地 は , ウス バ パサ イシ ン が 生育 する 落葉 樹 
RE EE 
よう な 環境 を 維持 する た め に は , 定期 的 な 下草 の 管理 が 重要 で ある . 日 本 で は 草原 性 ・ 疎 林 性 の チョ 
OS a o UU ee 
進め る た め に は , 今後 , 生息 環境 の 保全 と と も に , 生息 域外 保全 の た め の さ ら な る デー タ を 収集 する 
必要 が ある . ギフ チョ ウ で は , 産地 に よっ て 餌 植物 の 選好 性 が 異な る 場合 が ある (福田 ら , 1982). し 
た だ が っ て ヒメ ギフ チョ ウ で も , まず 白馬 以外 の 個体 群 の 幼虫 も 同様 な 選好 性 を 示す の か どう か を 調 
べ る こと が 必要 で ある . また , 将来 的 に は 一 部 の チョ ウ 類 で は 実用 化 き れ て いる 人 工 飼料 ( 吉 尾 . 1998; 
加藤 , 2005) を 開発 きす る た め の 研 究 も 必要 と な る だ ろう . 
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Summary 


Larvae of Luehdorfia puziloi inexpecta were reared on four plant species of the genus Asarum (A. blumei, A. 
nipponicum, A. muramatsui and A. savatieri) to determine their suitability as an alternative to A. sieboldii which 
was the larval food plant of the original population in the field. 
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When the alternative plants were given from just after hatching throughout the larval period, the pupation rate 
was higher on A. blumei and A. sieboldii than on A. nipponicum and A. muramatsui. All larvae which were 
given A. savatieri died before the first molt. 


When the alternative plants were given after the first molt the larvae having been fed on A. sieboldii during the 
first instar period, more than 90% of the larvae successfully pupated on A. blumei, A. nipponicum and A. mura- 
matsui, but on A. savatieri, the pupation rate became lower and the larval period was prolonged. 


When the alternative plants were given after the second molt larvae having been fed on A. sieboldii until then 
high pupation rates (more than 85%) were recorded on A. blumei, A. muramatsui and A. nipponicum, but all the 
larvae which were given A. savatieri died during the third instar period. 


When the alternative plants were given after the third molt larvae having been fed on A. sieboldii until then, 
similar results were obtained as in the case where the larvae were given the same plants after the first molt. 


When the alternative plants were given only during the final (fifth) instar period the larvae having been fed on 
A. sieboldii until the fourth molt more than 80% of the larvae successfully pupated on A. blumei, A. muramatsui 
and A. savatieri. The pupation rate was the lowest on A. nipponicum. 


Under all regimes, the largest pupae were obtained when reared on A. blumei, and the smallest when reared on 
A. savatieri. 


We conclude that A. blumei is the most suitable as an alternative to the original host regardless of the larval stage; 
A. nipponicum and A. muramatsui can be used as alternative foods for middle or old instar larvae; however, A. 
savatieri is not suitable as a food plant. 
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